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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 4月 1日 (2004.4.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ し て 、 上 記 各 環 状 板 ２ ３ 、 ２ ３ に 設 け た 各 柱 部 １ ５ 、 １ ５ 及 び 本 体 部 分 ２ ５ の 一 部 に 、
両 側 面 を 貫 通 す る 通 孔 ２ ７ 、 ２ ７ を 、 上 記 各 環 状 板 ２ ３ 、 ２ ３ の 円 周 方 向 に 関 し て 交 互 に
、 上 記 各 柱 部 １ ５ 、 １ ５ の 内 径 側 と 外 径 側 と に 、 そ れ ぞ れ 配 置 さ れ た 状 態 で 形 成 し て い る
。 従 っ て 、 上 記 各 通 孔 ２ ７ 、 ２ ７ は 、 前 記 各 こ ろ ７ ａ 、 ７ ａ の ピ ッ チ 円 か ら 径 方 向 に 外 れ
た 部 分 で 、 上 記 各 環 状 板 の 円 周 方 向 に 亙 り 千 鳥 状 に 形 成 さ れ て い る 。 又 、 上 記
本 体 部 分 ２ ５ の 一 部 に 、 一 端 を 上 記 各 通 孔 ２ ７ 、 ２ ７ の 内 周 面 に 、 他 端 を 上 記 各 柱 部 １ ５
、 １ ５ の 内 、 外 両 周 面 の う ち 、 上 記 各 通 孔 ２ ７ 、 ２ ７ を 形 成 し た 側 の 周 面 に 、 そ れ ぞ れ 開
口 さ せ た 複 数 の ね じ 孔 ２ ８ 、 ２ ８ を 形 成 し て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
尚 、 図 示 の 例 の 場 合 、 前 記 各 凹 部 １ ６ 、 １ ６ を 構 成 す る 複 数 の 凹 面 ２ ６ 、 ２ ６ の 曲 率 中 心
を 、 上 記 各 環 状 板 ２ ３ 、 ２ ３ の 外 周 縁 と 同 じ く 内 周 縁 と の 間 の 中 心 を 結 ん で 成 る 仮 想 円 （
各 環 状 板 ２ ３ 、 ２ ３ の ピ ッ チ 円 ） α 上 に 位 置 さ せ て い る 。 従 っ て 、 本 例 の 場 合 、 上 記 各 こ
ろ ７ ａ 、 ７ ａ の 端 部 を 上 記 複 数 の 凹 部 １ ６ 、 １ ６ 内 に 挿 入 し つ つ こ ろ 軸 受 ２ １ を 組 み 立 て
た 状 態 で 、 上 記 仮 想 円 α が 、 前 記 外 輪 ６ ａ の 内 周 面 と 内 輪 の 外 周 面 と の 丁 度 中 央 に 位
置 す る 。 但 し 、 上 記 各 凹 面 ２ ６ 、 ２ ６ の 形 状 は 、 こ の 様 な 形 状 に 限 定 す る も の で は な く 、
図 ７ ～ １ ０ に 示 す 形 状 の 様 に し て も 良 い 。 例 え ば 、 図 ７ ～ ８ に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第
２ 例 と し て 示 す こ ろ 軸 受 ２ １ の 場 合 、 凹 部 型 保 持 器 １ ４ ｂ の 各 環 状 板 ２ ３ ａ に 形 成 し た 各
凹 面 ２ ６ ａ 、 ２ ６ ａ の 曲 率 中 心 は 、 こ れ ら 各 環 状 板 ２ ３ ａ の 外 周 縁 と 同 じ く 内 周 縁 と の 丁
度 中 央 に 位 置 す る 仮 想 円 α よ り も 内 周 側 に 位 置 す る 。 又 、 図 ９ ～ １ ０ に 、 本 発 明 の 実 施 の
形 態 の 第 ３ 例 と し て 示 す こ ろ 軸 受 ２ １ の 場 合 、 凹 部 型 保 持 器 １ ４ ｃ の 各 環 状 板 ２ ３ ｂ に 形
成 し た 各 凹 面 ２ ６ ｂ 、 ２ ６ ｂ の 曲 率 中 心 は 、 こ れ ら 各 環 状 板 ２ ３ ｂ の 外 周 縁 と 同 じ く 内 周
縁 と の 丁 度 中 央 に 位 置 す る 仮 想 円 α よ り も 外 周 側 に 位 置 す る 。 何 れ に し て も こ れ ら 第 ２ 、
３ 例 に よ れ ば 、 各 柱 部 １ ５ 、 １ ５ の 直 径 方 向 長 さ を 同 じ と し た 場 合 に 、 こ れ ら 各 柱 部 １ ５
、 １ ５ の 外 径 寄 り 部 分 又 は 内 径 寄 り 部 分 の 断 面 積 を 大 き く で き る 。 こ の 為 、 隣 り 合 う こ ろ
７ ａ 、 ７ ａ 同 士 が 最 も 近 づ く 部 分 に 存 在 す る 柱 部 １ ５ 、 １ ５ の 幅 を 、 こ れ ら 各 柱 部 １ ５ 、
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１ ５ の 強 度 を 低 下 さ せ る 事 な く 、 更 に 小 さ く で き る 。 従 っ て 、 こ れ ら 第 ２ 、 ３ 例 に よ れ ば
、 隣 り 合 う こ ろ ７ ａ 、 ７ ａ 同 士 の 間 の 距 離 を 上 述 し た 第 １ 例 よ り も 更 に 短 く で き て 、 こ ろ
軸 受 ２ １ の 負 荷 容 量 を 更 に 増 大 で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
次 に 、 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ５ 例 を 示 し て い る 。 本 例 の こ ろ 軸 受 ３ ５ の 場 合
は 、 上 述 し た 第 ４ 例 の 場 合 の こ ろ 軸 受 （ 図 １ １ ） と 同 様 の 構 造 を 有 す る こ ろ 軸 受 ２
１ ｂ 、 ２ １ ｂ を ２ 個 、 互 い に 軸 方 向 に 組 み 合 わ せ て 成 る 。 又 、 本 例 の 場 合 に 用 い る こ ろ 軸
受 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｂ を 構 成 す る 各 外 輪 ６ 、 ６ の 両 端 部 に は 、 つ ば 部 ２ ２ 、 ２ ２ （ 図 １ １ ） を
形 成 し て い な い 。 そ し て 、 上 記 各 こ ろ 軸 受 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｂ を 構 成 す る 各 内 輪 ４ ａ 、 ４ ａ の
端 面 を 、 互 い に 突 き 合 わ せ た 状 態 で 、 こ れ ら 各 こ ろ 軸 受 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｂ を 構 成 す る 各 外 輪

同 士 の 間 に 、 つ ば 輪 ８ ｂ を 挟 持 し て い る 。 又 、 上 記 こ ろ 軸 受 ３ ５ の 両 端 部 に 位 置 す
る 、 上 記 各 外 輪 ６ 、 ６ の 端 部 に 、 つ ば 輪 ８ ａ 、 ８ ａ を 固 定 し て い る 。 複 数 の こ ろ ７ ａ 、 ７
ａ は 、 こ れ ら 各 つ ば 輪 ８ ａ 、 ８ ｂ と 、 上 記 各 外 輪 ６ 、 ６ の 中 間 部 に 形 成 し た 中 つ ば 部 ３ ３
と に よ り 、 軸 方 向 に 関 す る ず れ 防 止 を 図 っ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
次 に 、 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ７ 例 を 示 し て い る 。 上 述 し た 第 ６ 例 の 場 合 は 、
こ ろ ７ ｂ を 単 列 に 配 置 し て い た が 、 本 例 の こ ろ 軸 受 ２ １ ｄ で は 、 こ ろ ７ ｂ 、 ７ ｂ を ２ 列 に
配 置 し て い る 。 こ の 為 、 本 例 の 場 合 は 、 外 輪 ６ ｂ 、 ６ ｂ を ２ 個 、 そ れ ぞ れ の 内 径 が 大 き く
な る 側 の 端 面 同 士 を 互 い に 対 向 さ せ た 状 態 で 配 置 し て い る 。 又 、 こ れ ら 両 外 輪 ６ ｂ 、 ６ ｂ
同 士 の 間 に は 、 そ の 中 間 部 に 内 、 外 両 周 面 同 士 を 貫 通 す る ３ ９ を 形 成 し た 外 輪 間 座
４ ０ を 挟 持 し て い る 。 そ し て 、 上 記 両 外 輪 ６ ｂ 、 ６ ｂ の 内 側 に 設 け る 内 輪 ４ ｅ の 外 周 面 に
、 複 列 の 内 輪 軌 道 ３ ａ 、 ３ ａ を 形 成 し て い る 。 又 、 上 記 内 輪 ４ ｅ の 中 間 部 外 周 面 で 、 上 記
両 内 輪 軌 道 ３ ａ 、 ３ ａ の 間 部 分 に 、 全 周 に 亙 り 直 径 方 向 外 方 に 向 け 突 出 す る 中 つ ば 部 ４ １
を 形 成 し て い る 。 上 記 各 列 の こ ろ ７ ｂ 、 ７ ｂ は 、 こ の 中 つ ば 部 ４ １ と 、 上 記 内 輪 ４ ｅ の 両
端 部 外 周 面 に 設 け た つ ば 部 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ａ と に よ り 、 軸 方 向 に 関 す る ず れ 防 止 を 図 っ て い
る 。 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 例 の こ ろ 軸 受 ２ １ ｄ で は 、 こ ろ を 複 列 に 設 け て い る
の で 、 上 述 の 第 ６ 例 の 場 合 よ り も 、 こ ろ 軸 受 ２ １ ｄ の 負 荷 容 量 を 更 に 増 大 で き る 。
そ の 他 の 構 成 及 び 作 用 に 就 い て は 、 上 述 し た 第 ６ 例 の 場 合 と 同 様 で あ る 為 、 同 等 部 分 に は
同 一 符 号 を 付 し て 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ １ 】
次 に 、 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ８ 例 を 示 し て い る 。 本 例 の こ ろ 軸 受 ３ ５ ａ は 、
上 述 し た 第 ７ 例 の こ ろ 軸 受 ２ １ ｄ （ 図 １ ４ ） を ２ 個 、 互 い に 軸 方 向 に 組 み 合 わ せ た 如 き 構
造 を 有 す る 。 即 ち 、 本 例 の こ ろ 軸 受 ３ ５ ａ は 、 ２ 個 の 外 輪 ６ ｂ 、 ６ ｂ 同 士 の 間 に 、 こ れ ら
両 外 輪 ６ ｂ 、 ６ ｂ を 一 体 に 結 合 し た 如 き 形 状 を 有 す る １ 個 の 外 輪 ６ ｃ を 、 外 輪 間 座 ４ ０ 、
４ ０ を 介 し て 挟 持 す る 事 に よ り 構 成 し て い る 。 又 、 こ ろ 軸 受 ３ ５ ａ の 中 間 部 に 位 置 す る 外
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輪 ６ ｃ の 中 間 部 に は 、 内 、 外 両 周 面 同 士 を 貫 通 す る 給 油 孔 ３ ４ を 形 成 し て い る 。 そ し て 、
上 記 各 外 輪 ６ ｂ 、 ６ ｃ の 内 側 に 、 ２ 個 の 内 輪 ４ ｅ 、 ４ ｅ と 、 こ れ ら 両 内 輪 ４ ｅ 、 ４ ｅ 同 士
の 間 に 挟 持 し た 内 輪 間 座 ４ ２ と を 、 そ れ ぞ れ 配 置 し て い る 。 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 例 の こ
ろ 軸 受 で は 、 こ ろ ７ ａ 、 ７ ａ を ４ 列 に 設 け て い る の で 、 上 述 し た 第 ７ 例 の 場 合 よ り
も 、 こ ろ 軸 受 ３ ５ ａ の 負 荷 容 量 を 更 に 増 大 で き る 。
そ の 他 の 構 成 及 び 作 用 に 就 い て は 、 上 述 し た 第 ７ 例 の 場 合 と 同 様 で あ る 為 、 同 等 部 分 に は
同 一 符 号 を 付 し て 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。
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